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2.7 藻場・干潟等 

2.7.1 有明海・八代海の藻場・干潟 

(1) 衛星画像による調査方法 

衛星画像による藻場・干潟の調査方法は、付図 2.7.1-1～付図 2.7.1-10 に示すとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2.7.1-1 衛星画像による調査方法（全体フロー） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2.7.1-2 衛星画像の取得 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

  

①衛星画像取得

②放射量補正 大気中や水中の光の散乱、減衰等の影響を取り除き、

解析に適した画像に補正

④画像解析 現地調査データと衛星画像の情報を比較し、
藻場・干潟分布域を抽出

③現地調査 海藻草類の有無及び水深を確認

低潮時、低雲量の衛星画像を取得
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付図 2.7.1-3 放射量補正 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

付図 2.7.1-4 現地調査（エリアの選定） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 
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付図 2.7.1-5 現地調査（高透明度海域） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2.7.1-6 現地調査（低透明度海域） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 
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• 画像解析に必要な基礎情報を得るため、海藻草類の有無及び水深を現地で確認
（実施時期：令和元年6月20日～7月9日のうちのべ21日間）。

• 地形や藻場の分布状況に応じて、ライン調査とスポット調査を併用。

＜ライン調査＞
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• 高透明度海域とは異なる機器を使用し、海藻草類の有無及び水深を現地で確認
（実施時期：令和元年8月17日～9月2日のうち10日間）。

• ライン調査で特異な反応があった地点について、スポット調査を実施。

＜ライン調査＞

停止した状態で
データ取得

＜スポット調査＞

総延長約93kmで実施

125地点で実施
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付図 2.7.1-7 画像解析（干潟（輝度分析）） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 2.7.1-8 画像解析（干潟（空間補間）） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 
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付図 2.7.1-9 画像解析（藻場） 
 出典：環境省（2020）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第5 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

 

 

 

 

  
 

藻場の解析精度                 （地点数） 
 現地調査結果  

衛星画像解析結果 藻場 藻場以外 計 使用者精度 

藻場 8,445 3,599 12,044 70.1％ 

藻場以外 3,599 47,188 50,787 92.9％ 

計 12,044 50,787 62,831  

作成者精度 70.1％ 92.9％   

藻場の全体精度：（8,445＋47,188）/62,831＝88.5％ Tau 係数：0.876 
 

干潟の解析精度                 （地点数） 
 現地調査結果  

衛星画像解析結果 干潟 干潟以外 計 使用者精度 

干潟 84,205 14,939 99,144 84.9％ 

干潟以外 8,564 101,429 109,993 92.2％ 

計 92,769 116,368 209,137  

作成者精度 90.8％ 87.2％   

干潟の全体精度：（84,205＋101,429）/209,137＝88.8％ Tau 係数：0.797 

付図 2.7.1-10 衛星画像解析の精度 
 出典：環境省（2021）「有明海・八代海等総合調査評価委員会 第7 回水産資源再生方策検討作業小委員会資料」 

  

・衛星画像解析精度を検証するため、現地調査結果との比較により精度の検証を行った。 
・現地調査で「藻場」と確認されたエリアを画像解析が「藻場」と分類したデータ数と、現地調査で「藻
場以外」とされたエリアを画像解析が「藻場以外」と分類したデータ数を計数し、両者のデータ数の
不均衡程度を加味して評価する「全体精度」を計算した。干潟も同様に計算した。 

・また、現地調査結果のうち、衛星画像解析で正しく分類された地点の割合を示す「作成者精度」
と、衛星画像解析結果のうち、正しく分類された地点の割合を示す「使用者精度」を計算した。 
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(2) ヒアリング調査による藻場・干潟の分布状況調査 

藻場・干潟の分布状況について、ヒアリング調査を実施した範囲は、2018（平成 30）年

度は付図 2.7.1-11 に、2019（令和元）年度は付図 2.7.1-12 に示すとおりである。 

 

ア) 2018（平成 30）年度のヒアリング調査範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ：ヒアリング調査の範囲 

      ：干潟（第 5 回自然環境保全基礎調査） 

 

付図 2.7.1-11 ヒアリング調査の範囲（2018（平成 30）年度） 

出典：環境省（2019）「有明海における干潟調査等業務」 
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イ) 2019（平成 31）年度のヒアリング調査範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ：ヒアリング調査の範囲 

付図 2.7.1-12 ヒアリング調査の範囲（2019（令和元）年度） 

出典：環境省（2020）「有明海・八代海における干潟調査等業務」 

 

  


